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今
年
（
平
成
一
六
年
）
は
、
小
平
市
の
礎
と
な
っ
た

小
川
村
開
拓
に
着
手
し
て
か
ら
、
三
六
〇
年
の
節
目
の

年
で
す
。
そ
の
新
田
開
発
に
不
可
で
あ
っ
た
の
が
、
玉

川
上
水
か
ら
の
分
水
で
す
。
小
平
市
史
編
纂
に
携
っ
て

こ
ら
れ
た
講
話
者
（
元
小
平
市
中
央
図
書
館
長
）
か
ら
、

「
小
平
と
玉
川
上
水
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
、
年
代

を
追
っ
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 玉

川
上
水
と
野
火
止
用
水
の
開
通 

 

す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
た
神
田
上
水
の
給
水
域
（
神

田
、
日
本
橋
、
京
橋
）
を
越
え
て
、
江
戸
の
町
が
広
が

っ
て
き
た
こ
と
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
承
応
三
年
（
一

六
五
四
）
に
開
削
さ
れ
た
の
が
玉
川
上
水
で
す
。
時
の

玉
川
水
道
奉
行
・
伊
奈
忠
治
の
も
と
で
実
際
の
工
事
を

行
っ
た
の
は
、
玉
川
庄
右
衛
門
・
清
右
衛
門
兄
弟
（
幕 

 

府
の
資
金
七
五
〇
〇
両
に
加
え
て
、
玉
川
兄
弟
も
自
己

資
金
を
拠
出
）
で
す
。 

羽
村
で
多
摩
川
に
堰
を
設
け
て
取
水
し
、
約
四
三
㎞

を
開
渠
（
八
ヵ
月
で
開
削
）
で
四
谷
大
木
戸
ま
で
流
し
、

そ
の
先
は
石
や
木
の
水
道
管
を
虎
ノ
門
ま
で
埋
設

（（
工
事
期
間
七
ヵ
月
）
し
、
江
戸
の
四
谷
、
麹
町
、

赤
坂
、
芝
、
築
地
、
八
丁
堀
方
面
に
給
水
し
ま
し
た
。 

鋤
や
鍬
を
使
っ
て
の
手
掘
り
で
の
掘
削
作
業
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
す
。
そ

の
土
地
・
土
地
の
尾
根
筋
を
選
ん
で
開
削
し
て
い
ま
す
。

羽
村
と
四
谷
大
木
戸
と
の
高
低
差
は
一
〇
〇
ｍ
弱
で

あ
り
、
精
密
な
水
理
計
算
・
測
量
を
要
す
る
工
事
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

玉
川
上
水
が
完
成
し
た
一
年
後
に
、
当
時
、
老
中
職

に
就
い
て
い
た
川
越
藩
主
・
松
平
信
綱
の
家
臣
・
安
松



 

 

2 

 

金
右
衛
門
が
野
火
止
用
水
を
開
削
し
ま
し
た
。
野
火
止

地
区
（
新
座
市
）
の
新
田
開
発
に
必
要
な
灌
漑
・
飲
料

用
水
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。
今
の
小
平
監
視
所
近
く

か
ら
分
水
し
新
河
岸
川
ま
で
、
わ
ず
か
四
〇
日
で
掘
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
長
二
四
㎞
、
玉
川
上
水

に
比
べ
て
幅
も
狭
く
深
さ
も
浅
い
も
の
で
す
。 

 

玉
川
上
水
の
管
理 

玉
川
上
水
の
管
理
は
、
当
初
（
一
六
五
四
～
一
七
三

九
年
）
は
上
水
を
開
削
し
た
玉
川
家
に
任
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
不
正
を
理
由
に
水
役
を
罷
免
さ
れ
、
お
家

断
絶
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
時
（
一
七
六

八
年
ま
で
）
、
町
奉
行
の
下
に
置
か
れ
た
水
役
が
管
理

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
普
請
奉
行
（
幕
末
時
は

作
事
奉
行
）
配
下
の
上
水
方
が
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 水

番
人
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
七
三
九
年

か
ら
で
す
。
羽
村
～
拝
島
村
分
水
口
を
羽
村
水
番
人
が
、

拝
島
村
分
水
口
～
国
分
寺
村
分
水
口
を
砂
川
村
名

主
・
源
五
右
衛
門
（
一
七
五
五
年
ま
で
は
小
川
村
名

主
・
弥
次
郎
）
が
、
国
分
寺
村
分
水
口
～
幡
ヶ
谷
村
分

水
口
を
代
田
村
水
番
人
が
、
幡
ヶ
谷
村
分
水
口
～
四
谷

大
木
戸
を
四
谷
大
木
戸
水
番
人
が
管
理
し
ま
し
た
。 

水
使
用
料
を
集
め
た
り
、
見
回
り
を
行
っ
た
り
、
芥

止
め
に
か
か
っ
た
ゴ
ミ
を
取
り
上
げ
た
り
し
ま
し
た
。

分
水
口
を
開
け
た
り
塞
い
だ
り
す
る
時
に
は
、
村
々
に

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
作
業
に
立
会
い
ま
し
た
。 

上
水
端
に
立
て
ら
れ
た
高
札
（
小
平
市
内
に
も
数
箇

所
あ
っ
た
）
に
は
、
「
こ
の
上
水
の
堀
で
、
次
の
こ
と

を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
①
魚
と
り 

②
水
浴
び 

③

ゴ
ミ
捨
て 

④
洗
濯 

⑤
堀
の
両
側
に
植
え
た
木
、
生

え
て
い
る
草
の
刈
り
取
り
。
も
し
、
や
っ
た
者
は
罪
人

と
す
る
」
と
の
注
意
事
項
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
玉
川
上
水
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 
小
川
村
の
開
拓
と
小
川
分
水 

 
小
平
市
域
は
、
多
摩
川
水
系
と
荒
川
水
系
の
分
水
界

を
な
す
武
蔵
野
台
地
上
に
あ
り
、
縁
辺
部
は
石
神
井
川
、

黒
目
川
、
仙
川
、
野
川
の
そ
れ
ぞ
れ
の
源
流
域
で
す
が
、
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大
部
分
の
市
域
に
は
自
然
河
川
が
流
れ
て
い
な
い
う

え
に
、
地
下
水
位
も
低
く
、
水
に
恵
ま
れ
な
い
土
地
で

す
。 

 

青
梅
で
採
れ
た
石
灰
は
、
江
戸
城
の
白
壁
に
使
わ
れ

ま
し
た
。
カ
マ
ス
に
入
れ
た
石
灰
を
馬
に
積
ん
で
運
ぶ

た
め
に
、
新
た
に
通
さ
れ
た
の
が
青
梅
街
道
で
す
。
こ

の
街
道
の
箱
根
ヶ
崎
と
田
無
の
間
に
は
、
か
つ
て
宿
場

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
宿
場
と
な

る
新
田
村
を
開
く
べ
く
、
狭
山
丘
陵
麓
・
岸
村
出
身
の

小
川
九
郎
兵
衛
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
小
川
村
開
拓

が
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
天
候
不
順
に
よ
る
不
作
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り

離
村
者
が
相
次
ぎ
、
二
〇
〇
軒
・
一
〇
〇
〇
人
か
ら
の

人
々
が
住
む
宿
場
村
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
ま
で

に
は
、
七
〇
年
ほ
ど
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。 

 

青
梅
街
道
の
両
側
に
家
を
建
て
、
家
の
回
り
に
屋
敷

林
（
杉
、
竹
、
ケ
ヤ
キ
、
カ
シ
）
を
め
ぐ
ら
せ
、
冬
の

季
節
風
を
防
い
だ
り
用
材
と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。
ま

た
、
短
冊
状
の
畑
の
奥
の
雑
木
林
に
は
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ

ラ
な
ど
の
落
葉
樹
を
植
え
薪
や
木
炭
に
し
て
燃
料
と

し
、
そ
の
落
葉
や
下
草
は
肥
料
に
し
ま
し
た
。 

灌
漑
・
生
活
用
水
は
、
青
梅
街
道
・
南
方
の
玉
川
上

水
か
ら
引
い
て
き
ま
し
た
（
小
川
分
水
の
分
水
口
は
一

尺×

一
尺
）
。
用
水
路
の
脇
に
洗
い
場
を
設
け
、
水
を

汲
ん
で
各
家
の
台
所
ま
で
運
び
、
飲
み
水
や
煮
炊
き
に

使
い
ま
し
た
。 

小
川
宿
は
、
青
梅
や
江
戸
ば
か
り
で
な
く
、
五
日
市
、

八
王
子
、
府
中
、
所
沢
、
川
越
へ
と
通
じ
る
交
通
の
要

衝
の
地
と
な
り
ま
し
た
。
奥
多
摩
の
御
岳
（
み
た
け
）

信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
江
戸
期
に
は
、
日
本
橋
を
発
っ

た
講
の
人
々
の
一
泊
目
は
小
川
宿
（
吉
見
屋
な
ど
）
で

し
た
。 

 

武
蔵
野
新
田
の
開
発
と
分
水 

幕
府
が
新
田
開
発
を
積
極
的
に
奨
励
し
た
こ
と
も

あ
り
、
今
ま
で
各
村
の
入
会
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

次
々
に
開
拓
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
玉
川
上
水
は
元
々
、

江
戸
へ
の
飲
料
用
水
の
送
水
の
た
め
に
開
削
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
上
流
域
の
地
下
水
位
が
低
い
武
蔵
野
台

地
の
新
田
村
に
も
分
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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分
水
は
多
い
時
で
三
三
を
数
え
ま
す
。 

小
平
市
近
辺
で
は
小
川
分
水
の
ほ
か
、
大
沼
田
新
田

用
水
（
一
七
二
九
年
許
可
、
一
尺×

八
寸
）
、
鈴
木
新

田
・
野
中
新
田
用
水
（
一
七
二
九
年
許
可
、
一
尺×

六

寸
）
、
関
野
新
田
他
七
ヵ
村
組
合
用
水
（
一
七
三
二
年

許
可
、
八
寸×
八
寸
）
、
鈴
木
新
田
他
四
ヵ
村
組
合
用

水
（
一
七
三
二
年
許
可
、
一
尺
五
寸×

一
尺
）
、
鈴
木

新
田
田
用
水
（
一
七
三
四
年
許
可
、
一
尺×

九
寸
）
、

国
分
寺
分
水
、
千
川
用
水
、
砂
川
分
水
、
柴
崎
村
用
水

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

玉
川
上
水
の
流
水
量
の
お
よ
そ
半
分
が
分
水
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

水
車
の
出
現 

小
川
村
の
名
主
・
小
川
弥
次
郎
が
村
内
を
流
れ
る
分

水
に
水
車
を
か
け
た
の
は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

の
こ
と
で
す
。
水
田
が
少
な
く
、
生
鮮
野
菜
の
産
地
と

し
て
も
江
戸
に
遠
過
ぎ
、
し
た
が
っ
て
ム
ギ
、
ヒ
エ
、

ア
ワ
、
ソ
バ
な
ど
の
雑
穀
が
主
要
農
産
物
で
し
た
が
、

こ
れ
ら
は
加
工
（
精
白
、
製
粉
）
し
な
い
と
商
品
に
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
目
を
つ
け
た
弥
次
郎
は
、
水
車
を

利
用
し
て
雑
穀
を
加
工
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。 

手
回
し
の
石
臼
し
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
へ
の
水
車

の
出
現
で
、
製
粉
、
脱
穀
の
能
率
が
飛
躍
的
に
あ
が
り

ま
し
た
。
村
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
「
産
業
革
命
」
で

し
た
。 

 

分
水
口
の
普
請 

 

分
水
の
取
水
口
は
、
板
の
柵
で
囲
っ
て
土
留
め
を
し

て
、
流
水
の
勢
い
か
ら
の
浸
食
を
防
い
で
い
ま
し
た
。

分
水
口
に
は
上
げ
下
げ
で
き
る
堰
板
が
設
け
ら
れ
て

い
て
、
分
水
か
ら
の
取
水
量
を
調
整
し
ま
し
た
。
江
戸

市
中
へ
の
給
水
量
を
確
保
し
つ
つ
、
各
分
水
へ
も
水
を

行
き
渡
ら
せ
る
よ
う
小
ま
め
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

木
を
く
り
貫
い
た
樋
も
部
分
的
に
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
補
修
を
含
め
、
分
水
口
の
普
請
が

一
定
の
期
間
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

幕
府
が
自
ら
お
金
を
出
し
て
行
う
御
普
請
が
、
小
平

市
域
で
は
一
〇
回
ほ
ど
（
小
川
用
水
三
回
、
大
沼
田
用
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水
二
回
、
鈴
木
野
中
用
水
二
回
、
鈴
木
田
用
水
一
回
、

関
野
用
水
一
回
、
鈴
木
組
合
用
水
一
回
）
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

そ
の
後
、
幕
府
の
財
政
上
の
理
由
で
各
分
水
権
利
者

の
村
々
の
負
担
（
自
普
請
）
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
よ
そ
一
〇
年
に
い
っ
ぺ
ん
の
頻
度
（
一
七
七
八

年
、
一
八
〇
一
年
、
一
八
一
〇
年
、
一
八
一
九
年
、
一

八
二
八
年
、
一
八
三
七
年
、
一
八
五
二
年
、
一
八
六
二

年
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
自
普
請
の
場
合
、
幕
府
が
資

金
を
融
資
し
て
く
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と

も
後
々
、
利
子
を
含
め
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
。 

 

橋
の
普
請 

 

野
火
止
用
水
の
開
削
が
青
梅
街
道
を
突
っ
切
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
架
け
ら
れ
た
の
が
、
青
梅
橋
（
一
六
五

五
年
架
橋
。
石
灰
を
積
ん
だ
馬
が
通
る
の
で
当
初
か
ら

石
橋
）
で
す
。 

 

小
平
市
域
に
は
こ
の
ほ
か
、
小
川
橋
（
一
六
五
三
～

五
六
年
の
あ
る
年
）
、
小
川
寺
（
し
ょ
う
せ
ん
じ
）
裏

新
橋
（
寛
政
期
）
、
三
左
衛
門
橋
（
一
六
七
四
～
一
七

〇
〇
年
の
あ
る
年
）
、
久
右
衛
門
橋
（
一
七
二
四
～
三

四
年
の
あ
る
年
）
、
府
中
橋
（
一
六
五
三
年
、
鎌
倉
街

道
に
架
か
る
。
近
く
に
古
代
の
東
山
道
が
平
行
し
て
通

っ
て
い
た
こ
と
が
発
掘
調
査
に
よ
り
判
明
）
、
喜
兵
衛

橋
（
記
録
不
詳
、
五
日
市
街
道
に
架
か
る
）
が
架
か
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

小
金
井
桜
と
花
見 

 

小
金
井
橋
の
た
も
と
に
「
名
勝
小
金
井
桜
」
と
い
う

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
小
金
井
桜
の
半
分
は
、
今
の

小
平
市
域
で
す
。
小
金
井
桜
の
一
番
の
中
心
で
あ
っ
た

茶
店
兼
旅
館
の
柏
屋
（
二
階
に
上
が
っ
て
の
花
見
、
わ

け
て
も
夜
桜
見
物
が
江
戸
時
代
で
は
最
良
の
行
楽
で

あ
っ
た
）
も
小
平
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
店
は
、

俳
諧
人
が
し
ば
し
ば
集
う
拠
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

柏
屋
の
並
び
に
海
岸
寺
が
あ
り
、
そ
の
入
口
右
手
に

「
小
金
井
桜
樹
」
碑
が
あ
り
ま
す
。
碑
に
は
、
こ
う
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。 

「
小
金
井
に
桜
を
植
え
た
の
は
、
武
蔵
野
新
田
世
話
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役
・
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
（
元
々
は
押
立
村
名
主
）
で

将
軍
吉
宗
の
と
き
で
す
。
桜
の
根
は
堤
を
守
り
、
花
は

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
ま
た
落
ち
た
花
は
水
の
毒
を

消
す
と
も
い
い
ま
す
。…

」
。
こ
の
碑
に
は
、
元
文
二

年
（
一
七
三
七
）
に
桜
を
植
え
た
と
あ
り
ま
す
。
平
右

衛
門
が
、
桜
を
植
え
た
目
的
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
花
見
見
物
の
賑
わ
い
で
す
。
見
物
人
に
飲
み
物

や
う
ど
ん
な
ど
の
食
べ
物
を
売
れ
ば
、
新
田
農
民
の
収

入
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
江
戸
か
ら
小
金
井
ま
で
は
遠
い
た
め
、
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
植
樹
し
て
か
ら
五

〇
年
く
ら
い
過
ぎ
て
か
ら
で
す
。
こ
の
碑
も
、
文
化
七

年
（
一
八
一
〇
）
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

小
金
井
桜
の
花
見
を
取
り
上
げ
た
書
物
と
し
て
は
、

『
四
神
地
名
録
』（
古
川
古
松
軒
、
一
七
九
四
年
）
、『
武

埜
八
景
』
（
大
久
保
狭
南
、
一
七
九
七
年
）
、
『
調
布
日

記
』（
太
田
南
畝
、
一
八
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
頃
に
は
、
茶
店
な
ど
が
一
〇
数
軒
立
ち
並
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

一
八
四
四
年
に
は
、
将
軍
に
な
る

前
（
右
大
将
）
の
徳
川
家
定
が
幕
臣
を
連
れ
て
、
こ
こ

に
花
見
に
来
て
い
ま
す
。 

歌
川
広
重
の
錦
絵
に
も
、
玉
川
上
水
の
小
金
井
橋
、

桜
、
富
士
山
が
三
点
セ
ッ
ト
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

北
側
の
土
手
に
大
き
な
松
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
行

幸
松
」
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
明
治
天
皇
の
桜
見
物

（
明
治
一
六
年
）
の
行
幸
を
記
念
し
た
碑
で
す
。
天
皇

御
一
行
も
柏
屋
旅
館
で
宴
会
を
し
た
そ
う
で
す
。
実
は

こ
の
三
年
前
に
、
す
で
に
皇
太
后
と
皇
后
が
花
見
に
来

て
い
ま
す
。 

 
 水

量
の
減
少
と
水
量
制
限 

 

玉
川
上
水
の
水
量
が
減
っ
て
水
位
が
下
が
り
、
堀
の

洗
掘
が
進
ん
だ
り
、
分
水
が
し
難
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

小
川
分
水
で
も
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
、
従
来
よ

り
上
流
の
し
か
も
よ
り
低
い
と
こ
ろ
に
分
水
口
を
移

し
て
い
ま
す
。
他
の
分
水
で
も
同
様
の
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 
こ
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
も
、
羽
村
か
ら
の
取
水
量

が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
分
水
に
流
れ
る
水
量
が
減

少
し
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
て
、
川
崎
平
右
衛
門
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の
時
代
以
降
、
各
新
田
村
で
は
井
戸
を
掘
り
、
用
水
の

不
足
分
を
地
下
水
で
補
う
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

通
船
計
画
と
通
船
の
実
施 

 

一
度
に
沢
山
の
荷
物
が
運
べ
る
船
を
、
玉
川
上
水
に

通
し
た
い
と
考
え
る
商
人
や
有
力
農
民
が
、
度
々
（
一

七
三
八
年
に
泉
屋
平
八
が
、
一
七
七
〇
年
に
小
川
村
名

主
が
）
通
船
計
画
の
願
い
を
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
江

戸
時
代
に
は
、
飲
み
水
と
な
る
玉
川
上
水
が
汚
れ
て
は

困
る
と
の
理
由
か
ら
、
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

明
治
と
な
り
、
新
政
府
は
玉
川
上
水
の
管
理
費
を
捻

出
す
る
た
め
に
、
慶
応
三
年
に
砂
川
・
福
生
・
羽
村
の

名
主
た
ち
（
砂
川
源
五
衛
門
ら
）
か
ら
出
さ
れ
て
い
た

通
船
計
画
を
許
可
し
ま
し
た
。
水
路
幅
を
整
え
、
低
い

橋
は
高
く
架
け
替
え
、
上
り
は
船
に
綱
を
付
け
て
二
人

で
引
っ
張
っ
て
歩
く
た
め
岸
に
沿
っ
て
道
を
付
け
、
船

溜
り
も
造
ら
れ
倉
庫
も
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
明
治

三
年
四
月
か
ら
羽
村
か
ら
四
谷
大
木
戸
ま
で
、
船
が
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
艘
の
荷
舟
に
は
、
お
よ
そ
二
ト
ン
の
荷
を
積
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
五
駄
分
に
相
当
し
ま
す
。

最
盛
期
（
明
治
四
年
一
〇
月
）
に
は
、
月
に
一
〇
四
艘

が
通
っ
た
と
い
い
ま
す
。
東
京
へ
は
野
菜
（
消
費
地
へ

速
く
届
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
商
品
価
値
が
出
て
き

た
）
、
茶
、
織
物
、
薪
、
木
炭
、
砂
利
、
石
灰
な
ど
を

送
り
、
東
京
か
ら
は
米
、
塩
、
魚
な
ど
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。 

な
か
に
は
人
を
乗
せ
る
船
も
あ
り
ま
し
た
。
船
に
は

便
桶
を
必
ず
乗
せ
て
置
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
通
船
回
数
は
月
に
六
往
復
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
玉
川
上
水
の
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、

堤
体
が
傷
つ
い
た
り
し
た
た
め
、
わ
ず
か
二
年
一
ヵ
月

後
の
明
治
五
年
五
月
末
を
も
っ
て
通
船
は
禁
止
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
新
堀
用
水 

 
通
船
開
始
に
関
連
し
て
明
治
三
年
、
分
水
口
の
数
を

減
ら
す
こ
と
と
な
り
、
玉
川
上
水
の
小
平
監
視
所
か
ら

上
水
の
北
側
に
沿
っ
て
桜
橋
（
小
平
市
内
）
ま
で
の
約
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五
・
五
㎞
（
小
川
橋
ま
で
の
約
九
〇
〇
ｍ
は
赤
土
を
く

り
貫
い
た
ト
ン
ネ
ル
）
に
わ
た
っ
て
、
新
た
に
新
堀
用

水
が
掘
ら
れ
、
こ
の
用
水
か
ら
分
水
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

甲
武
馬
車
鉄
道
の
敷
設
計
画 

 

玉
川
上
水
に
お
け
る
通
船
の
再
興
（
玉
川
上
水
と
石

神
井
川
を
連
絡
す
る
運
河
を
掘
り
、
通
船
す
る
新
た
な

構
想
）
を
要
請
す
る
一
方
、
甲
武
馬
車
鉄
道
会
社
を
設

立
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

当
初
（
明
治
一
六
年
）
の
敷
設
計
画
は
、
玉
川
上
水
に

沿
っ
た
新
宿
～
羽
村
間
を
馬
車
鉄
道
で
結
ぶ
と
い
う

も
の
で
し
た
。 

明
治
一
九
年
に
実
際
に
許
可
を
受
け
た
の
は
、
新
宿

～
八
王
子
間
の
鉄
道
敷
設
計
画
（
路
線
は
、
新
宿
、
和

田
村
、
吉
祥
寺
村
、
関
前
村
、
小
川
村
、
福
島
村
、
石

川
村
、
八
王
子
を
結
ぶ
も
の
）
で
し
た
。
停
車
場
は
、

田
端
村
、
松
庵
村
、
吉
祥
寺
村
、
小
川
村
、
砂
川
村
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
馬
車
で
は
な
く
蒸
気

機
関
車
で
牽
引
す
る
鉄
道
に
変
更
し
た
い
旨
の
願
い

を
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
沿
線
住
民

の
反
対
運
動
に
あ
っ
て
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

よ
う
や
く
、
武
蔵
野
の
原
野
を
突
っ
切
る
よ
う
に
新

宿
～
立
川
間
に
開
通
し
た
の
が
甲
武
鉄
道
（
今
の
Ｊ
Ｒ

中
央
線
）
で
、
明
治
二
二
年
四
月
の
こ
と
で
す
。
中
間

の
駅
は
中
野
、
境
、
国
分
寺
の
わ
ず
か
三
駅
に
す
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
国
分
寺
と
川
越
と
を
結
ん
だ
の
は

川
越
鉄
道
（
甲
武
鉄
道
の
子
会
社
）
で
す
が
、
こ
の
う

ち
国
分
寺
～
東
村
山
間
が
開
通
し
た
の
は
明
治
二
七

年
の
暮
れ
で
す
。
こ
の
時
、
念
願
の
小
川
駅
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

多
摩
地
方
の
東
京
府
へ
の
移
管 

 

 

東
京
市
民
の
飲
料
用
水
の
水
路
で
あ
る
玉
川
上
水

の
管
理
権
を
東
京
府
へ
移
管
し
た
い
、
さ
ら
に
は
交
通

運
輸
の
近
道
を
開
い
て
物
産
の
販
路
を
確
保
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
多
摩
地
方
は
、
明
治
二
六
年
四
月
一

日
付
け
で
神
奈
川
県
か
ら
東
京
府
に
移
管
換
え
に
な

り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
摩
川
を
水
源
と
す
る
近
代
的
な
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水
道
（
コ
レ
ラ
、
赤
痢
な
ど
の
疫
病
の
蔓
延
を
防
ぎ
、

衛
生
的
な
飲
み
水
を
供
給
す
る
た
め
）
を
建
設
す
る
素

地
が
で
き
ま
し
た
。 

 

【
写
真
・
図
】
（
参
考
） 

               

                    

写真 1 現在の玉川上水の流れ 

写真２ 用水で野菜を洗う  
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（
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
〇
日
、
小
平
市
ふ
れ
あ
い
下

水
道
館
に
て
。
な
お
、
本
文
は
当
日
の
講
話
を
も
と
に

再
構
成
し
た
も
の
で
す
。） 

写真３ 青梅街道のケヤキ並木  

図 玉川上水の引船道  


